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研究成果の概要（和文）：本研究は，モーフィング技術により，顔や肌の色等の外見を変化させ，顔の印象と潜
在的偏見に及ぼす影響，さらにアバターの外見変化による，偏見や行動に影響を与えるプロテウス効果について
検討した。　実験１では，自己顔の有無が人種ごとの平均顔の印象に及ぼす効果について検討し，自己顔に対し
て不気味の谷現象が生じた可能性が示唆された。　実験２では，IATを用いた研究より，他人種に対して潜在的
な回避傾向が示された。　実験３では，仮想的有能感は潜在的な偏見の指標として有効である可能性が示唆され
た。　実験４では， VR事態下では自己顔有群でアバターに対する身体所有感が高い傾向が認められプロテウス
効果が見られた。

研究成果の概要（英文）：This study examined the effects of morphing techniques on facial impressions
 and implicit bias by changing facial appearance and skin color. In addition, the proteus effects of
 avatar appearance changes on bias and behavior were examined. Average faces were created by 
combining participants' faces (self-face) with faces of different races. Experiment 1 examined the 
effect of the self-face on average face impressions by race. The results showed that impressions 
were lower for average faces that resembled themselves. This suggests that the uncanny valley 
phenomenon may have occurred for the self-face. Experiment 2 suggested an aversive tendency toward 
other races on the IAT. Experiment 3 showed that the assumed competence may be a valid indicator of 
implicit bias. Experiment 4 showed that the self-face group showed higher body ownership for avatars
 under VR conditions in which realistic average faces were changed to avatar faces. This suggests 
the proteus effect.

研究分野：認知心理学

キーワード： 平均顔　プロテウス効果　偏見　人種　IAT　不気味の谷　VR　アバター

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ここ数年，日本国内でも外国人が増加してきたことからも，他人種顔への認知について検討することは，ひいて
は人種差別的偏見の軽減への提言にもつながると考えられる。アバターの外見を変えることによって，ユーザの
考え方や行動に影響を与えるプロテウス効果を扱ったこれまでの研究は，VR環境下における身体拡張研究として
工学的領域から研究されてきており，心理的観点から検討されたものはほとんどない。
本研究の学術的独自性は，顔の外見を自己顔から他人顔へ変化させる方法論を用いる点である。その技術を用い
て，肌の色などの外見的属性を変化させ，顔の印象と潜在的偏見について検討するという点が本研究の学術的創
造性の１つである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１．研究開始当初の背景 

キャラクターやアバターの外見を変えることによって，ユーザの考え方や行動に影響を与えるこ

とが示唆されており（プロテウス効果； Yee & Bailenson, 2007），例えば，VR環境下で白人

参加者が黒人のアバターに変えてヴァーチャルボディ（VB）を操作した際，白人参加者の黒人へ

の潜在的な人種差別的偏見が軽減することが報告されている（Banakou, Hanumanthu, & 

Slater, 2016）。  

２．研究の目的 

本研究の目的は，（１）モーフィング技術（平均顔）を用いて，自分の顔らしさ，ならびに（２）肌の

色などの外見を変化させることによって，顔の印象（実験１）と潜在的偏見に及ぼす影響について

（実験２），また（3）性格特性による影響について（実験３），さらに（４）VR 事態下での影響につい

て（実験４），検討した。 

３．研究の方法ならびに研究成果 

（１）自己顔の比率の違いが顔の印象に及ぼす影響（実験１）  

自分に似た顔画像（自分の親を含めた複数の人物の異なる顔を合成したモーフィング画像）に

対して信頼性と魅力度という印象評定を行わせた研究では，自分に似た顔画像は信頼するが，

自分に似た顔画像の異性には魅力は感じなかったことが報告されている（DeBruine, 2005）。

実験１では，自己顔の有無が人種ごとの平均顔の印象に及ぼす効果について検討することを目

的とした。【方法】 実験参加者 女子大学生 8 名が参加した。刺激と手続き 実験参加者に自分

の顔を撮影したものをオンライン上で提供してもらい，自己顔とした（顔刺激画像収集ならびに実

験については，実施前に所属大学の研究倫理委員会にて研究計画等審査申請書を提出し承認

済）。実験では，AI（AI-Generateｄ Ｆａｃｅs）で作成した仮想の白色人種，黒色人種，黄色人種

の女性顔を用いた。平均顔合成ツール （Average Face PRO）を用い，各 3 色人種の顔をそ

れぞれ平均したものをそれぞれ白色人種平均顔，黒色人種平均顔，黄色人種平均顔，また 3 人

種の顔を平均したものを多色人種平均顔とした。これらの各人種の平均顔に自己顔も入れて作

った平均顔を自己顔＋〇〇人種平均顔とした。参加者ごとに自己顔の有無(2)×人種(4)の計 8

種類の平均顔を刺激として用いた。自己顔に加えて白色人種・黒色人種・黄色人種の3種の顔を

平均したものを自己顔＋多色人種平均顔とした。実験は，Google Forms を用いて，8 種類の

顔を 2 回提示し，それぞれ 12 個の印象評定（印象評定の項目は表１参照）について「全くあては

まらない」から「とてもよく当ては

まる」までの 5 件法で回答し送

信してもらった。 【結果と考察】 

実験参加者ごとに自己顔＋多色

人種平均顔への印象評価点を求

め，因子分析(VARIMAX回転)

した結果，4 つの因子に分かれ，

それぞれ人間性因子，知性因

子，魅力度因子，類似性因子と命

名した（表１）。各人種の顔ごとに，

自己顔の有無(2)×因子(4)の 2

要因分散分析を行った。まず，黒

表１ 因子分析の結果 



 
 

色人種顔については，因子の主効果（F(3,21)=41.16, p<0.01），自己顔の有無×因子の交互

作用（F(3,21)=26.61, p<0.01）が有意であり，自己顔有の平均顔は，無しの平均顔よりも類

似性が高かった。また，自己顔有の平均顔は，無しの平均顔よりも知性が低かった。次に，白色人

種顔については，因子の主効果（F(3,21)=46.43, p<0.01），自己顔の有無×因子の交互作

用（F(3,21)=22.63, p<0.01）が有意で，自己顔有の平均顔は，無しの平均顔よりも類似性が

高かった。また，自己顔有の平均顔は，無しの平均顔よりも魅力度が低かった。そして，黄色人種

顔については，因子の主効果（F(3,21)=26.45, p<0.01），自己顔の有無×因子の交互作用

（F(3,21)=10.94, p<0.01）が有意であり，自己顔有の平均顔は，無しの平均顔よりも類似性

が高かったが，その他の因子間では違いはみられなかった。さらに，多色人種顔については，因子

の主効果（F(3,21)=63.39, p<0.01）のみが有意で，自己顔の有無×因子の交互作用は有意

ではなかった。顔の人種に関わらず，自己顔有りの平均顔は，無しの平均顔よりも類似性の評価

が高かったことから，肌の色に関わらず，自分の顔に似たパターン様式を見出した可能性がある。

黒色人種の自己顔有りの平均顔に関する印象は，自己顔無しの平均顔よりも知性が低かったこ

と，また，白色人種の自己顔有りの平均顔に関する印象は，自己顔無しの平均顔よりも魅力度が

低くなったことから，肌の色によって，自分の顔に似た平均顔に対する印象が異なることが示唆さ

れた。言い換えれば，自分に似ていない平均顔については，黒色人種の顔については知性が高く，

白色人種の顔については魅力的と評価された。Saneyoshi ら（2022）によると，不気味の谷現

象は，自人種では強く，他人種に対しては弱く見られることが示唆されている。本研究の結果は，

人種の肌の色によって，自分の顔に似た平均顔に対する印象が異なることが示唆されたが，自分

に似ている平均顔については，人種の肌の色に関わらず，印象度が低くなった。つまり，自己顔に

対する一種の不気味の谷現象が生じた可能性を示唆している。 

（２）自人種と他人種の顔に対する IAT による偏見態度（実験２）  

実験１のように印象評定のような顕在的指標では，表面的（顕在的）には偏見がなく他人種に対

して理解を示していても，潜在的には偏見を持っている場合など正確に測定できない可能性があ

る。そのため，実験２では，潜在的偏見について測定するため，指標として，潜在的連合テスト

（Implicit Association Test: IAT）を用いた。そこで，実験２では，自人種と他人種の顔に対

する IAT による偏見態度について検討することを目的とする。【方法】 実験参加者 実験１で参

加した女子大学生 8 名が参加した。刺激と手続き 潜在的連合テスト (IAT) をオンライン実験

で行い，自人種顔と他人種顔に対する潜在的差別意識を計測した。顔刺激については，実験１で

使用した顔を用い，白色人種顔と黒色人種顔を異色人種顔とし，黄色人種顔を同色人種顔とした。

実験では参加者の PC およびタブレットを使用してもらい，タッチスクリーンあるいはキーボード

を使用して，画面中央に呈示される顔画像および単語を右ないし左のカテゴリーへと分類する作

業を行ってもらった。なお，画面中央に呈示されるターゲット項目の単語は，した。実験２で使用し

た IAT はオンライン心理学実験ツール(Psychexp)を用いて作成した。【結果と考察】IAT 指

標には，D スコアを使用した。分析の結果，D スコアの平均値は，0.50（SD＝0.16）であった。 

D 得点が取り得る値の中央値である 0 からの差を t 検定により分析したところ，D 値は０より有

意に小さかった（t(9)= 7.87, p<.05）。実験２では，自人種と他人種の顔に対する IAT による

偏見態度についいて検討することを目的とした。IATの実験結果より，他人種（黒色人種・白色人

種）に対して潜在的な回避傾向が示されたことから，他人種に対する潜在的な偏見が示唆された。 

（３）潜在的偏見指標としての仮想的有能感と自尊感情の可能性について（実験３）  

潜在的連合テスト（IAT）を用いた実験２より，他人種に対する潜在的な偏見が示唆された。 



 
 

IAT や自尊感情を用いた研究より，性格特性と偏見に関連があることが示唆されている。ジェン

ダー自尊感情尺度を用いて同性愛者に対する偏見態度と自尊感情との関係を検討した研究で

は（Falomir-Pichastor & Mugny, 2009），男性異性愛者は，ジェンダー自尊感情が高いほ

ど同性愛者に対して否定的になった。一方，IAT を用いた実験においては（Falomir-

Pichastor & Mugny, 2009），自尊感情が低い人物ほど黒人に対しては偏見を持ちやすかっ

たことが報告されている。これらのことから，ある性格特性が偏見を助長させる可能性が示唆され

る。また，速水・木野・高木(2005) によると仮想的有能感は，他者軽視を通して，無意識のうち

に真実でない仮想的な有能感を得ようとするという潜在的なプロセスを含むものであるとしてい

る。この仮想的有能感は他者軽視と同義ともいえ，潜在的な偏見や差別意識の指標としての可能

性が考えられる。 そこで，実験３では，仮想的有能感尺度と自尊感情尺度が潜在的偏見指標と

しての可能性を検討するために，実験２の IAT 指標と仮想的有能感と自尊感情との関連性につ

いて検討することを目的とした。【方法】 実験参加者 実験２で参加した女子大学生8名が参加。

刺激と手続き 速水ら（2005）が作成した仮想的有能感尺度 11 項目及びローゼンバーグ自尊

心尺度 10 項目を使用。回答は「全くあてはまらない」から「とてもよく当てはまる」までの 5 件法

で google forms を用いて作成した。【結果と考察】 仮想的有能感尺度については，項目の平

均値を算出し，仮想的有能感尺度得点（M=22.63, SD=3.54）とし，自尊感情尺度についても

同様に算出し，自尊感情尺度得点（M=31.5, SD=2.39）とした。実験２で得られた IAT の D 

スコアと仮想的有能感尺度得点との間の相関係数を求めた結果，IAT と仮想的有能感尺度得点

との間に弱い相関（r=0.33）がみられたことから，自人種顔と他人種顔におけるIATと仮想的有

能感尺度に関連が示された。これらのことから，仮想的有能感尺度は，他者軽視尺度ともとらえる

ことができ，潜在的な偏見や差別意識の指標として有効である可能性が示唆された。 

（４）VR事態下での自己顔有アバターが身体所有感に及ぼす影響（実験4）  

アバターの外見を変えることによって，ユ

ーザの考え方や行動に影響を与えることが

示唆されており（プロテウス効果； Yee & 

Bailenson, 2007），例えば，VR 環境下

で白人参加者が黒人のアバターに変えて

ヴァーチャルボディ（VB）を操作した際，白

人参加者の黒人への潜在的な人種差別的偏見が軽減することが報告されて

いる（Banakou ら, 2016）。実験４では，先行研究と同じく，自己顔の平均顔

アバターを用いて外見が変化した場合でも，参加者自身の気分や身体的所有

感，アバターへの印象評価などの態度においてプロテウス効果が生起するの

か検討することを目的とする。【方法】 実験参加者 女子大学生 10 名が参加

した。そのうち5名は実験２，３に参加した学生で自己顔有群ごとし，それ以外の5名は自己顔無

群とした。 刺激 VR 実験中の身体的所有感やアバターへの印象評価を測定するため，実験 1

で用いた印象評価 10 項目（親切さと性差を除く）と身体的所有感 3項目（「自分の身体はアバタ

ーが立っていた場所と同じ場所にあるように感じた」「アバターは自分自身の身体であるように感

じた」「アバターは誰か他の人の身体のように感じた」）を使用した。これらの尺度は，「非常にあて

はまる（５）」から「まったくあてはまらない（１）」の 5 件法であった。まず，実験１で作成した黒色人

種平均顔を，アバター作成アプリ「Ready Player Me」を用いて，アバターに変更し（図１），衣装

を着用した全身３D の黒色人種アバターを作成した。次に，メタバースプラットフォームの

図１ アバターの例 



 
 

「Spatial」内に部屋を作り，その空間内に全身を映し出せる５つの鏡を設置した。実験参加者は，

「Spatial」の部屋内を VR ヘッドセットを着用した状態で自由に歩き回れるようになっていた。手

続き 実験参加者は，「Meta Quest ３」の VR ヘッドセットを頭部に着用し，両手にコントロー

ラーを持たされた。その後，「Spatial」内の部屋を歩き回り，部屋内にある５つの鏡に全身像を映

すよう（VR 身体像鏡映課題）教示された。VR 身体像鏡映課題終了後，アバターへの印象評価と

身体的所有感に関する尺度に回答するよう教示された。【結果と考察】 アバターに対する身体的

所有感について，自己顔有群と自己顔無群で平均値を算出し，各群間に差があるかを調べるた

め，ｔ検定を行った。その結果，自己顔有群と自己顔無群間に有意な傾向が見られ(ｔ（８）＝１.９６, 

p=.09；図 2)，自己顔有群は自己顔無群よりも身体的所有感が高いことがわかった。さらに，ア

バターに対する印象評定について，自己顔有群と自己顔無群で項目ごとに平均値を算出し，各群

間に差があるかを調べるため，ｔ検定を行った。その結果，知性項目（ｔ（８）＝-2.６８, p>.05）に

有意な差が見られ，自己顔有群は自己顔無群よりも知性が高かった。また魅力項目（ｔ（８）＝-

2.36, p>.05）にも有意な差が見られ，自己顔有群よりも自己顔無群で魅力度が高いことがわ

かった。自分の顔に似ているかという類似性も含め

て他の印象項目では，両群とも有意な差は認めら

れなかった。実験４では，黒色人種アバターに対

する身体的所有感では，自己顔有群は自己顔無

群よりも自分自身の身体であるような身体的所

有感が高くなる傾向があり，アバターに知性を感

じやすいことが示された。これらの結果から，黒色

人種であっても自己顔の平均顔アバターを用い

たことで，プロテウス効果が見られたことが示唆さ

れた。 
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